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◇�防護柵の設置が終わり、本格的に農業を始める準備が整いました。
最初の取組として天川小学校の１〜３年生とサツマイモ植え体験を
実施しました。

◇５月26日（月）小学生とのサツマイモ植え体験

・防護柵を設置してからシカの侵入はみられない。

１、サツマイモ植えの準備
　�畝を上げて等間隔にサツマイモの苗を置いて
いきます。１学年１畝ずつ、全部で50本の苗
を植えてもらいました。

天川村農業委員会だより
〜天川村特産物奨励事業〜 VOL.３

農地の状況

活動の状況

２、サツマイモ植え
　�農業委員さんから植え方を教わりな
がら植えていきます。

３、サツマイモ植え終了
　�雨が心配されていましたが、こども
達のパワー無事にサツマイモ植えを
終えることができました。秋の収穫
が楽しみです。
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　７月１日に吉野警察署と交通安全協会吉野支部協会による
交通安全啓発行事の一環として「星に願いを！七夕交通事故
ゼロ活動」が行われました。天川幼稚園のみなさんにより交
通安全を願う短冊を飾り付けてもらい、交通事故を起こさぬ
よう願いがこもった素敵な七夕の笹飾りができました。この
笹は、天川幼稚園の年長さん４人が代表でキッズポリスにな
って天川村役場に贈呈してくれました。贈呈された笹飾りは
玄関先に飾り、訪れた方々に交通安全に注意していただける
ものとなりました。

短冊の取り付け飾り付け記念写真

七夕笹飾り

役場へ笹飾りの贈呈

あなたの声を！
巡回行政相談所を開設します

　みなさんが行政に対し日頃感じておられる種々の疑問、要望等にお応えし行政の民主的運営
に役立てるため巡回行政相談所を開設します。国や県、役場の仕事について、「わからない」
「困っている」ということがありましたら、お気軽にご相談下さい。なお、相談は無料で秘密
は厳守いたします。

日　　　　時：８月19日（火）　午後１時30分〜４時
相 談 場 所：塩野地区集会所
行政相談委員：中村　猛

「星に願いを！七夕交通事故ゼロ活動」が開催されました
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防災 てんかわ
第25回
◆ 避難訓練の実施結果について ◆

　台風８号が過ぎ去った７月12日土曜日に、籠山地区主催による避難訓練がふるさとセンターつど
いにおいて行われました。
朝９時に「避難準備情報」の無線放送が流れるとご高齢の方などが避難を始められ、続いて９時30
分に「避難勧告」の放送が流れると屋内避難と決めている上籠山地区の方を除く全区民が、各家庭で
備えている非常持出袋などを持って避難所に集まりました。
　午前10時からは、上籠山地区の方も参加していただき、消防署の指導により三角巾を使った救急
固定術の訓練を行い、参加された方は腕や頭、足など負傷した部位ごとの固定術、止血術などを練習
しました。
　その後、防災倉庫に備蓄しているガス式発電機や照明器具の運転方法を全員で確かめ、非常用食料
を全員で試食し、短時間でしたが内容の豊富な訓練を行うことができました。

　反省会では、参加した区民の方から「安全な避難所を確保してほしい」などの意見が出されました。
　また、今日のような訓練を継続していくことが、災害時の備えとして重要であることを参加者全員
で確認し合いました。

籠山地区主催の避難訓練を実施しました

避難が完了 避難者名簿の確認 三角巾を使った救急固定術

頭部の止血術 腕の固定術 足首の固定術

ガス式発電機の訓練 反省会



�

　８月初旬に下記の日程により各区主催による避難訓練が行われます。
　訓練に際しましては、事前に防災無線等でお知らせいたしますが、周辺地区の皆様におかれまして
はあらかじめご承知くださいますようお願いします。

　今回、避難訓練を実施していただく区民の方々は、区からの案内等により、積極的なご参加をお願
いします。
　また、今後みなさまの地区でも防災訓練が行われる際には、積極的にご参加ください。

　村は、台風などの災害時に夜間、停電していても避難所まで安全
に避難できるように、村内各地区の避難所、及び避難所までの避難
路の防犯灯について蓄電池を内蔵した防犯灯（無停電型）に取り換
えを行います。
　設置する場所については、各区あたり５灯を基準に区長連合会な
どを通じて各区と協議をしています。
　取り換え工事が終わりますと、無停電防犯灯には右の写真のよう
な表示を行いますので、皆さんのご家庭において避難を考えていた
だく際の目安としてください。

　今年度、村では、みなさんの地区の避難所への誘導標識の設置を
進めていきます。
　地震などの災害はいつ起こるかわかりません。
　地域にお住まいの方のみならず、観光客の方々にも安全に避難所
まで避難していただけるよう地区避難所やその周辺に標識を設置し
ていきます。
　防犯灯工事とあわせ工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

◆沖金区・中越区・川合区で避難訓練を実施します

◆避難所周辺、及び避難路の防犯灯を無停電化します

◆避難標識の設置を行います

◆沖金区避難訓練　　８月３日（日曜日） 午前８時45分〜
　　　　　　　　　　沖金地区集会所

◆中越区避難訓練　　８月３日（日曜日） 午後１時〜
　　　　　　　　　　天川村山村開発センター

◆川合区避難訓練　　８月７日（木曜日） 午後１時〜
　　　　　　　　　　天川村山村開発センター

避難標識のイメージ
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　天川村消防団は、18年振りとなる奈良県消防操法
大会への出場に向け、４月から７月14日までの間、
延べ32回の訓練を重ねてきました。
　先日は、三重県の消防操法大会を見学に行き、操作
員の士気も高まっています。
　また、８日には今までの訓練の成果を見ていただく
激励会を開催し、21日の本大会に望みます。

＜奈良県消防操法大会　激励会＞
　平成26年８月８日（金）午後７時30分開会
　天川村役場駐車場（少雨決行）

＜奈良県消防操法大会＞
　平成26年８月21日（木）午前９時30分開会
　�天理市三島町　天理教北大路乗降場
　（少雨決行　中止の場合は翌日に延期）
※�小型ポンプ操法の部は午後より開始、天川村は12
チーム中８番目で、午後３時頃出場の予定です。

　平成26年６月18日、旧天川小学校体育館において
吉野郡８町村から団長、副団長、事務局を含め総勢約
40人の消防団員が本村の激励に来られました。
　栗山秀夫吉野支部長（川上村）より「吉野郡の代表
として頑張ってほしい」と激励の言葉をいただき、そ
れに対し村長が「吉野郡の代表として操作員は、優勝
に向けて毎日一生懸命訓練に励んでいるので、温かく
見守っていただき、引き続き応援をよろしくお願いし
ます。」と応えました。
　その後に、操作員の訓練風景を見ていただきまし
た。

練習に励む操作員

吉野郡８町村からの激励

いよいよ本番「奈良県消防操法大会」へ　８／21
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　社会を明るくする運動の強調月間である７月を目前に控えた６月27日、天川村山村開発センター
において、犯罪や非行のない明るい社会づくりを目的に第64回社会を明るくする運動天川村推進委
員会を開催したところ、多数関係機関の方々に参加いただきました。
　会議では、啓発を中心とした今年の活動計画について協議を行い、また、吉野警察署の池口課長（生
活安全課）より、最近の奈良県内及び吉野警察署管内の犯罪情勢を踏まえた講話をいただきました。

　７月２日午後１時から、森本保護司、上西保護司、澤田警部
補（川合駐在所）、水谷巡査長（洞川駐在所）と役場事務局に
より啓発車とパトカーで村内全域をパレードし、犯罪や非行の
防止に対する理解と協力について地域の方々に呼びかけを行い
ました。
　７月の強調月間では、日頃から犯罪や非行のない明るい社会

づくりについて考えていただきありがとうございます。
　強調月間後も村民のみなさんで明るい社会づくりを目指して活動していきましょう。

2015年版 奈良県民手帳　１冊500円

〜第64回社会を明るくする運動〜

　県民の皆様に親しまれております奈良県民手帳の
2015年版（平成27年）の予約受付をいたします。表
紙は県章の色である�す

・ ・ ・
ほう色及び黒色の２種類から

選んでいただけます。
　希望される方はお早めに御予約下さい。
価　格　一冊　500円
　　　　（10月に発売を予定しています）
お申し込み方法
　�購入を希望される方は氏名・申込冊数・表紙の色を、
８月25日（月）までに天川村役場地域政策課までお申
し込み下さい。
　※締め切り厳守でお願いします
お問い合わせ
　天川村役場　地域政策課　統計係
　☎６３−０３２１（内線１５２）

天川村推進委員会

『防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り』

村内全域啓発パレード
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８月中（毎日） 　※１時間延長：全施設
　　受付は午後８時30分まで（９時閉館）

８月５日（火） 　火曜日ですが、天の川温泉は休まず「臨時営業」
８月６日（水） 　水曜日ですが、洞川温泉  は休まず 「臨時営業」
８月７日（木） 　木曜日ですが、みずはの湯は休まず「臨時営業」

８月12日（火）
８月13日（水）
８月14日（木）
８月15日（金）
８月16日（土）
８月17日（日）
※お盆前後などの混雑日に天の川温泉では、30分以上の待ち時間が出ますのでご了承ください。

　おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！
※　エコミュージアムセンターは、８／13に臨時開館致します。
※　資料館は、８／12に臨時開館致します。
※　山上ヶ岳歴史博物館は、日曜・祝日と、８／２、８／13〜17に開館致します。

12日～17日は
全施設「朝10時」から開館

（１時間早く開館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車
料金は「１時間無料」となります。

＊例年どおり、８月中は「１時間延長」営業
≪８月の予定≫

＊お盆前は、休まず「特別営業」

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎0747‒64‒0999　℻0747‒64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

８月９日（土）13：00〜16：30
　真夏なのに洞窟の中はヒンヤリ、いや寒い！関西では珍しい鍾乳洞探検（２ヶ所）と有名な名水のひみつ
　歩行時間計約２時間。（小中学生を中心に）（※少雨決行）
【講　　師】元小学校理科研究会長　中尾勝一　先生
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター　【定　員】50名　【時　間】13：00〜16：30
【持ち物】水筒・帽子・タオル・雨具・筆記用具・滑りにくい靴等【参加費】2,000円入洞料含（小中学生半額）

ヒンヤリ鍾乳洞探検と名水のひみつ

８月30日（土）13：30〜16：00
　今年もやります！毎回大好評のバームクーヘン作りとクラフトに挑戦。さて、竹炭火でおいしく焼けるかな？
　（センター前の広場＝小学生を中心に）（※少雨決行）
【講　　師】エコミュージアムパークボランティアのみなさん
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター　【定　員】50名　　【時　間】13：30〜16：00
【持ち物】帽子・タオル・軍手・汚れてもよい服装・飲み物各自【参加費】1,500円（小中学生半額）

簡単バームクーヘン作り&クラフト
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　長い間お待たせしました。天川村にシルバー人材センターができました。
　お受けできるお仕事は、草刈・草引き・植木の剪定・簡単な大工仕事等です。料金については、仕
事の内容にもよりますが、１人１時間当たり800円〜1,000円程度です。原則的にお仕事は安全基準
に従い、2人以上で行います。
　仕事のご依頼は天川村シルバー人材センターまで
※�センターでは、随時新会員を受け付けています。天川村在住で60歳以上の方を募集しています。
詳しくは、天川村シルバー人材センター（天川村社会福祉協議会）へ☎６３−９１１２

　天川村広報６月号でお知らせしました、子育て世帯臨時特例給付金・臨時福祉給付金についての申
請受け付けを開始いたします。

申請受付期間　平成26年８月１日から10月31日まで
　◎天川村では、給付対象となる可能性がある方がいる世帯に申請書を送付いたします。
　◎送付された申請書に必要事項を記入押印のうえ返送してください。
　◎臨時福祉給付金については、申請書が送付された方全員に給付金が支給されるとは限りません。
　（申請後に審査をし、給付対象者の方に給付金決定通知書を送付いたします。）
　　給付金についての詳しいことは広報６月号に搭載されています。
お問い合わせは　健康福祉課　☎６３−９１１０まで

　

平成26年度靖国神社参拝の募集について（ご案内）
　天川村遺族会では、平成26年度において、下記のとおり靖国神社参拝を実施いたします。
　つきましては、参加を希望される遺家族及び遺児の方は、お近くの役員方まで費用をご持参の上、
申し込みをして下さい。尚、不明な点がございましたら、各役員までお問い合わせ下さい。

　１．日　　時　　平成26年10月28日（火）〜30日（金）
　２．行　　程　　第１日目　河口湖温泉（泊）・第２日目　靖国神社参拝→箱根湯本温泉（泊）
　３．参加資格　　村内在住の戦没者の遺家族及び遺児
　４．費　　用　　戦没者１柱につき１人　３０,０００円・その他　５０,０００円
　５．締切り日　　平成26年８月15日（金）

天川村シルバー人材センターが設立されました。

子育て世帯臨時特例給付金・臨時福祉給付金のお知らせ

遺族会からのお知らせ

≪給付を装った詐欺にご注意ください。≫
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　５月から６月にかけて実施した各種健（検）診の結果は、いかがでしたか？
　必ず結果通知をご確認いただき、適切な対応をしていただきますようお願いし
ます。
　特に、精密検査と判定された方は必ず医療機関を受診するようにして下さい。
　又、この機会に普段の生活習慣について振り返ってみてください。
　結果についてわからないこと等がありましたら、下記までお気軽にご連絡くだ
さい。

　乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は、ほほえみポート天川内健康福祉課
（☎63−9110）までお申込み下さい。
○受　診　対　象：天川村に住民票をおく、40歳以上の女性
　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
○受　診　病　院：町立大淀病院、鎌田医院田園診療所（五條市）
　　　　　　　　　※受診を希望される病院に各個人でご予約の上、受診ください。
○個 人 負 担 金：1,500円
○申 込 み 方 法：ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
○申込み受付期間：平成27年２月28日まで
　　　※�また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日ごろか

ら実施するよう心がけてください。
　　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください。

　子宮がん個別検診の受付を行っています。この検診は、各医療機関での受診となります。子宮がん検診
（集団）に体調不良などで受診できなかった人も、この機会にぜひ受診ください。詳しくは、ほほえみポー
ト天川内健康福祉課（☎63−9110）までお問い合わせください。
○受　診　対　象：天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
○受　診　病　院：奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
○個　人　負　担：2,000円
○申 込 み 方 法：ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　受診券を発行します。
○申込み受付期間：平成27年２月28日まで
　　　下記の生年月日に当てはまる方は平成26年度の個人負担が無料となります。
　　　この機会に是非受診して下さい。

☆健康診査の結果について

☆子宮がん個別検診のご案内

☆乳がん個別検診のご案内

乳がん検診
40歳　昭和48年４月２日〜昭和49年４月１日
45歳　昭和43年４月２日〜昭和44年４月１日
50歳　昭和38年４月２日〜昭和39年４月１日
55歳　昭和33年４月２日〜昭和34年４月１日
60歳　昭和28年４月２日〜昭和29年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成５年４月２日〜平成６年４月１日
25歳　昭和63年４月２日〜平成元年４月１日
30歳　昭和58年４月２日〜昭和59年４月１日
35歳　昭和53年４月２日〜昭和54年４月１日
40歳　昭和48年４月２日〜昭和49年４月１日
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 １ 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 ２ 土

 ３ 日 

 ４ 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 ５ 火 診　　察 検 査 日  資源１

 ６ 水 診　　察 診　　察  

 ７ 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 ８ 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 ９ 土 

 10 日 

 11 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 12 火 診　　察 検 査 日  資源１

 13 水 診　　察 診　　察  

 14 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 15 金 診　　察 診　　察  燃　焼

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 土 

 17 日 

 18 月 診　　察 診　　察 歯科健診　13：00〜 燃　焼

 19 火 診　　察 検 査 日  資源１

 20 水 診　　察 診　　察  

 21 木 休　　診  診察（西尾医師）  不　燃

 22 金 診　　察 診　　察 心の健康相談 燃　焼

 23 土 

 24 日 

 25 月 休　　　　　診  燃　焼

 26 火 休　　　　　診  資源１

 27 水 休　　　　　診  

 28 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 29 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 30 土 

 31 日 

（予約）
粗　大

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　８月の予定表
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検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　ほほえみポート天川では、お子様向け絵本の貸し出しを行っていまいます。蔵書は
まだ少数ですが、お子様の読み聞かせにぜひご活用ください。
　夏の元気な太陽のしたでおもいっきり遊んだり、お部屋でゆっくり絵本タイムを楽
しんだり、お子様と一緒にいろいろな時間を過ごして、夏の思い出をたくさん作って
くださいね♪

　下記の日程で、歯科健診を実施します。対象となるご家庭には別途個人通知致しますので、必ずお越しくだ
さい。

　≪持ち物≫　母子手帳・普段使用されている歯ブラシ・タオル

　お子様のしつけや発達などについての相談会を開催します。
　相談は無料で、臨床心理士との個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第受付を
終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

☆心の健康相談会のご案内

☆「うさちゃんぶんこ」のご案内

☆歯科健診のご案内

☆発達相談のご案内

日　　程 受付時間 場　　所

８月18日（月） 午後１時00分〜午後１時20分 ほほえみポート天川　２階

日　　程 場　　所

８月18日（月） ほほえみポート天川

開催日：８月22日（金）　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談　（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
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吉野郡野球大会優勝！！　天川小学校６年生が大活躍！

　平成26年６月29日、大淀町健民グランドで開催された第55回奈良県学童軟式野球大会吉野支部

予選において、天川小学校の６年生４名が主力メンバーとして頑張っている阿知賀ブルースカイチー

ムが、６チームのトーナメント戦を闘い、みごと優勝いたしました。

　背番号

　　③　堀井　悠翔 君

　　⑤　山口　　凪 君

　　⑥　奥村　亮太 君

　　⑩　上西慶志郎 君

　天川村の小学生が加入している阿知賀ブルースカイは、「下市リーグ新人戦・吉野郡子連大会・大

淀町長杯」でそれぞれ優勝した強豪で、すごく楽しいチームです。今後も、みなさんの活躍を期待し

ております。
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　６月14日（土）大淀町大前梨果園農場で吉野警察署主
催の「交通安全事故ナシ（梨）作戦」梨の文字入れが実
施されました。天川村からは、天川村交通安全協会、天
川村交通安全母の会の方々に参加していただきました。
　直径３ｃｍほどの小さな実にアイスピックで「交通安
全」などの標語を刻みました。秋にはこの日書いた文字
が茶色く浮かび上がるので、９月の交通安全期間中に
「交通安全事故ナシ」の願いを込めて歩行者やドライバ
ーに配られます。

「交通安全事故ナシ（梨）作戦」梨の文字入れに参加しました

　洞川エコミュージアムセンター自然観察会の一つである、外来種「ジキタリス」引抜きボランティ
アツアーを、去る６月14日（土）に天川村大字中越地内にあります「観音峯山」で実施しました。
　このツアーは、ベニバナヤマシャクヤクなどの極めて貴重な植物がある観音峯山に数年前から繁殖
しているヨーロッパ原産の毒草「ジキタリス」を駆除し、この山にしかない自然を守ることを目的と
しており、今年で４年目の実施となります。
　過去３年間の成果によりジキタリスの生育範囲は小さくなっており、しっかりとした駆除活動を行
うことが出来ました。
　当ツアーの成果
　参加者28名。駆除面積、約１ヘクタール。駆除数１万株以上。

今年も実施しました「ジキタリス」引抜きボランティアツアー

練習風景 梨の文字入れ

集合写真

文字入れ後の梨
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　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や
遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予と
なる「保険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」がありますので、役場国民年金窓
口又は、年金事務所で申請手続きを行って下さい。
　平成26年度の免除等の受付は平成26年７月１日から開始されており、平成26年７月分から平成
27年６月分までの期間を対象として審査を行ないます。
　保険料の「免除」と「納付猶予」は、以下の表のとおり、その期間が年金額に反映されるか否かで
違いがあります。

※１　�一部納付の承認を受けている期間については、一部納付の保険料を納付していることが必要で
す。

※２　�平成21年４月分以降は、２分の１が国庫負担されます。（21年３月分までは３分の１が国庫
負担）

※３　４分の１納付の場合は「５/８」が年金額に反映します。（21年３月分までは１/２）
　　　２分の１納付の場合は「６/８」が年金額に反映します。（21年３月分までは２/３）
　　　４分の３納付の場合は「７/８」が年金額に反映します。（21年３月分までは５/６）

日本年金機構・天川村

国民年金保険料免除等の申請について

老　齢　基　礎　年　金 障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間への算入）受給資格期間への算入 年金額への反映

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○ ○ ○

一部納付 ○ ○ ○

若 年 者
納付猶予 ○ × ○

未　　納 × × ×

※１ ※３

※２
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I N F O R M A T I O N

　

平
成
二
十
六
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定
例

会
が
、
六
月
九
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
二
日
ま
で
の

四
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可

決
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

職
員
の
級
の
分
類
、
給
与
構
造
改
革
期
間

中
に
抑
制
さ
れ
て
き
た
昇
給
号
俸
の
回
復

措
置
に
つ
い
て
条
文
に
所
要
の
見
直
し
を

行
う
も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
車
体
課
税
、

地
方
法
人
課
税
、
復
興
支
援
の
た
め
の
税

制
上
の
措
置
、
税
負
担
軽
減
措
置
等
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
額
に
か
か
る
特
例
等
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
八
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

八
八
，
五
八
八
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
六
九
五
，
〇
一
八
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽�

二
，
〇
二
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

三
一
九
，六
二
二
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道

事
業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�
四
，
〇
八
九
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
七
，
二
六
〇
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�
平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

九
，
四
五
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一
三
七
，〇
七
九
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
分
収
造
林
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

事
業
未
実
施
に
よ
る
不
要
額
を
減
額
し
た

も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

一
，
六
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

三
一
六
，五
三
七
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
▽�

二
，
四
七
五
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

七
四
，
一
三
三
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

報
告
事
項

◇�

平
成
二
十
五
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
六
年
度
に
繰
越
し
た
一
〇
事

業
、
二
八
九
，
五
一
六
千
円
に
つ
い
て
事

業
ご
と
に
繰
越
計
算
書
に
よ
り
報
告
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

可
決
事
項

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

一
九
，
九
五
四
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
四
八
七
，
五
四
八
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保
険

直
診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
に
つ
い
て

▽�

一
五
七
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一
二
九
，四
七
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水
道

事
業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て

▽�

四
二
二
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
一
九
，

九
三
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽�

二
一
六
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

三
一
三
，二
二
三
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�
平
成
二
十
六
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

▽�

三
五
七
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
七
九
，

九
九
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇�

天
川
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▽�

警
察
署
の
統
合
に
伴
う
名
称
の
変
更
に
つ

い
て
、
条
文
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◇�

天
川
村
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

▽�

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
設
置
す
る
天

川
村
防
災
会
議
の
組
織
及
び
委
員
に
つ
い

て
、
よ
り
実
践
的
な
協
議
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
条
文
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

〜
そ
の
他
〜

◇�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
三
〇
年
度
ま

で
の
五
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◇�

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度

ま
で
に
防
災
対
策
関
連
等
新
た
な
事
業
を

追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
既
定
の

計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

同
意
事
項

◇�

天
川
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽��

天
川
村
大
字
中
谷
一
三
九
番
地

　

�

山
田
加
奈
子
氏
を
天
川
村
教
育
委
員
と
し

て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
が
さ
れ
ま
し

た
。

◇�

天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▽�

天
川
村
大
字
南
日
裏
一
六
八
番
地

　

�

奥
田
豊
文
氏
を
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
第
二
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
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お し ら せ

▼
試
験
・
受
験
講
習
日
時
及
び
試
験
場
所

　

�

受
験
講
習
日
（
希
望
者
の
み
）

　

平
成
26
年
10
月
15
日
（
水
）

　

時
間
：
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

�

場
所
：
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
橿
原
市
小
房
町
11
番
５
号
）

　

試
験
日
：
平
成
26
年
11
月
５
日
（
水
）

　

時
間
：
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

�

場
所
：
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
橿
原
市
小
房
町
11
番
５
号
）

▼
申
込
受
付

　

受
付
場
所

　

役
場
産
業
建
設
課

　

受
付
期
間

　

�

平
成
26
年
８
月
25
日
（
月
）
～
９
月
５
日

（
金
）
ま
で
（
但
し
、
土
・
日
は
除
く
）

　

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

試
験
実
施
要
綱
・
申
込
用
紙
は
役
場
に
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
産
業
建
設
課

ま
で

　
第
１
期
分
の
納
期
限
は
、

　
９
月
１
日
（
月
）

　
第
２
期
分
の
納
期
限
は
、

　
12
月
１
日
（
月
）
で
す
。

　

第
１
期
分
・
第
２
期
分
の
納
付
書
を
ま
と

め
て
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
（
第
２
期
分

の
、
納
付
書
は
、
納
期
限
ま
で
保
管
し
て
い

た
だ
き
、
納
期
限
（
12
月
１
日
）
ま
で
に
納

付
し
て
下
さ
い
。
）

※�
年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
１

期
分
の
納
期
に
全
額
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※�

第
１
期
分
・
第
２
期
分
ま
と
め
て
第
１
期

分
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
制
度
も
ご
活
用
下
さ
い

（
お
申
し
込
み
は
金
融
機
関
で
）

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
吉
野
県
税
事
務
所

　

課
税
課　

課
税
係

　

☎
０
７
４
６
︱
32
︱
２
６
８
７

日
時
・
場
所

　

平
成
26
年
10
月
６
日
（
月
）
経
済
会
館

　

（
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
︱
２
）

　

�

午
前
９
時
30
分
～
12
時
・
午
後
１
時
～
３

時
30
分
（
相
談
時
間
一
人
30
分
）

　

平
成
26
年
10
月
８
日
（
水
）

　

�

奈
良
弁
護
士
会
館

　

（
奈
良
市
中
筋
町
22
︱
１
）

　

�

午
前
９
時
30
分
～
12
時
・
午
後
１
時
～
３

時
30
分
（
相
談
時
間
一
人
30
分
）

予
約
方
法　

　

�

電
話
予
約
（
奈
良
弁
護
士
会
☎
０
７
４
２

︱
22
︱
２
０
３
５
）

受
付
期
間

　

�

９
月
８
日（
月
）～
９
月
30
日（
火
）ま
で
。

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

消
防
署
で
は
、
９
月
９
日
の
「
救
急
の

日
」
に
ち
な
ん
で
、
住
民
の
方
々
が
自
由
に

参
加
し
て
頂
け
る
『
救
命
講
習
会
』
を
開
催

し
ま
す
。

　

簡
単
な
講
習
を
受
講
し
て
頂
く
だ
け
で
、

心
肺
蘇
生
法
【
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
】
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
【
電
気
シ
ョ
ッ
ク
】
の
使
用
方
法
を

習
得
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
講
習
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ご　
案　
内

日
時　
平
成
26
年
９
月
13
日
（
土
）

　
　
　

９
時
～
12
時

場�

所　
奈
良
県
吉
野
郡
大
淀
町
土
田
１
８
７

番
地

　

�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

大
淀
消
防
署
３

階
講
堂

対
象
年
齢　
18
歳
以
上

受
講
費
用　
無
料

定　
　
員　
30
名

募
集
締
切　
平
成
26
年
８
月
31
日
（
日
）

　

�

（
た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。
）

申�

込
方
法　
大
淀
消
防
署
救
急
係
へ
電
話
で

お
申
込
み
下
さ
い
。

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
１
１
９
９

▼�

募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候

補
生
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

▼
受
験
資
格

◎�

自
衛
官
候
補
生　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）
（
昭
和

63
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日

　

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◎�

一
般
曹
候
補
生　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

者
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）
（
昭
和

63
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月
１
日

　

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◎�

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

　

�

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
（
平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
）
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
者
）

▼
受
付
期
間

◎�

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・

　
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

【
男
女
共
通
】

　

�

平
成
26
年
８
月
１
日（
金
）～
９
月
９
日

（
火
）
締
切
日
必
着

　
�

平
成
26
年
度
奈
良
県
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

認
定
共
通
試
験
・
受
験
講
習
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

�

「
救
命
講
習
会
」
参
加
者
募
集

の
お
知
ら
せ

　

�

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ

　

�

自
衛
官
（
男
子
・
女
子
）

　

各
種
目
募
集
の
ご
案
内

　

�

「
法
の
日
週
間
」
無
料
法
律
相
談
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I N F O R M A T I O N

▼
試
験
期
間

◎
自
衛
官
候
補
生

※�
男
子
は
志
願
者
数
が
多
い
た
め
、
左
記
の

と
お
り
、
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

【�

男
子
】
平
成
26
年
９
月
16
日（
火
）
、
同

17
日（
水
）
平
成
26
年
10
月
４
日（
土
）
、

同
５
日
（
日
）
、
同
８
日
（
水
）

【
女
子
】
平
成
26
年
９
月
28
日
（
日
）

◎
一
般
曹
候
補
生

◆
１
次
試
験　
平
成
26
年
９
月
20
日
（
土
）

◆
２
次
試
験　
平
成
26
年
10
月
12
日
（
日
）

　

詳
細
は
、
10
月
２
日
（
木
）
の
１
次
試
験

　

合
格
発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

◎
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

◆
１
次
試
験　
平
成
26
年
９
月
23
日
（
火
）

◆�

２
次
試
験　
平
成
26
年
10
月
中
旬
～
下
旬

の
間
で
予
定
（
航
空
身
体
検
査
、
口
述
試

験
等
）

　

�

詳
細
は
、
10
月
10
日
（
金
）
の
１
次
試
験

合
格
発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

◆�

３
次
試
験　
平
成
27
年
11
月
中
旬
～
12
月

中
旬
の
間
で
予
定

▼
試
験
会
場

◎�

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・

　
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

　

�

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
（
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

試
験
種
目

◎
自
衛
官
候
補
生

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び

　

�

作
文
）
、
口
述
試
験
、
適
正
検
査
、
身
体

検
査

◎
一
般
曹
候
補
生

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び

　

�

作
文
）
、
適
正
検
査

◎
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
の
他
、

社
会
又
は
理
科
）
、
適
正
検
査

※�

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

〒
６
３
７
︱
０
０
０
４　

五
條
市
今
井
五

丁
目
１
︱
12
サ
ン
タ
ウ
ン
２
階　

自
衛
隊

奈
良
地
方
協
力
本
部　

五
條
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９

　

（
ｆ
ａ
ｘ
兼
用
）

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

８
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

予
約
不
要

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

８
月
７
日
（
木
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
受
付
締
切
８
月
６
日
（
水
）

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

８
月
22
日
（
金
）
午
後
３
時
～
午
後
４
時

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

８
月
27
日
（
水
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

場�

所
：
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

連�

絡
先
：
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会
で
は
、

県
民
の
鼻
・
副
鼻
腔
疾
患
の
啓
発
と
健
診
の

高
揚
を
図
る
目
的
で
毎
年
鼻
に
関
す
る
「
講

演
会
」
と
「
無
料
相
談
」
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は
下
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

日�

程
：
８
月
７
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～

４
時
30
分

場�

所
：
「
奈
良
県
医
師
会
館
」
２
階　

会
議

室

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

近
鉄
「
大
和
八
木
駅
」
よ
り
徒
歩
７
分

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
８
５
０
２

講
演
：
「
鼻
の
病
気
と
治
療
」

　

�

奈
良
県
立
医
科
大
学　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸

部
外
科
学
教
室

教
授　
北
原　

糺　

先
生

無�

料
相
談
：
鼻
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

担
当
医
師
：
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

お�

問
い
合
わ
せ
先
：
奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽

喉
科
部
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

※�

な
お
、
事
前
予
約
は
不
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

夏
場
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で

す
。
食
中
毒
３
原
則
を
心
が
け
て
戴
き
、
健

康
で
清
潔
な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１
．
食
中
毒
菌
を
つ
け
な
い
。

・�

食
品
購
入
時
は
表
示
（
消
費
期
限
・
賞
味

期
限
）
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

温
度
管
理
が
必
要
な
食
品
は
、
購
入
後
、

ま
っ
す
ぐ
帰
り
、
冷
蔵
（
冷
凍
）
保
存
し

ま
し
ょ
う
。

・�

手
洗
い
は
食
品
衛
生
の
基
本
で
す
。
調
理

前
や
食
肉
、
魚
、
卵
を
取
り
扱
っ
た
後
は

も
ち
ろ
ん
、
調
理
途
中
で
ト
イ
レ
に
行
っ

た
後
も
手
洗
い
し
ま
し
ょ
う
。

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

　
�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

鼻
に
関
す
る
「
講
演
会
」

　

「
無
料
相
談
会
」
の
ご
案
内

　

�

食
虫
毒
予
防
３
原
則
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お し ら せ

２
．
増
や
さ
な
い
。

・�
温
度
管
理
が
必
要
な
食
品
は
、
こ
ま
め
に

冷
蔵
庫
（
冷
蔵
：
10
℃
以
下
、
冷
凍
：
マ

イ
ナ
ス
15
℃
以
下
）
で
保
管
し
、
細
菌
の

増
殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・�

冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
は
冷
気
の
循
環
を
妨

げ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

冷
凍
食
品
の
解
凍
は
、
室
温
解
凍
せ
ず
、

冷
蔵
庫
の
中
や
流
水
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

調
理
は
迅
速
に
行
い
、
食
中
毒
菌
が
増
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
加
熱
す
る
。

・�

加
熱
調
理
す
る
食
品
は
十
分
（
中
心
部
の

温
度
が
75
℃
で
１
分
間
以
上
）
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

・�

包
丁
、
食
器
、
ま
な
板
等
の
洗
浄
後
に
、

熱
湯
を
か
け
る
と
消
毒
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
26
年
７
月　

奈
良
県
吉
野
保
健
所

　

患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や
患
者
家
族

同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
こ
と
が
で

き
る
場
で
す
。
今
回
は
、
音
楽
療
法
士
に
よ

る
音
楽
療
法
も
実
施
し
ま
す
。
初
め
て
の
方

も
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

日
時　
平
成
26
年
９
月
12
日
（
金
）

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

内
容

（
１
）��

音
楽
療
法
「
秋
め
く
音
楽
の
ひ
と

時
を
♪
」

（
２
）��

交
流
会
（
が
ん
患
者
、
家
族
同
士

で
情
報
交
換
）

場
所　
吉
野
保
健
所　

２
階　

大
会
議
室

対�

象　

県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん
患

者
、
そ
の
家
族

定�

員　
先
着
30
名
（
定
員
を
こ
え
た
場
合
の

み
連
絡
し
ま
す
）

申�

込
先　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
記
入
後
、

左
記
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
６
３
８
︱
０
０
４
５

　

吉
野
保
健
所　

母
子
・
健
康
推
進
係

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
７
︱
52
︱
７
２
５
９

参
加
費　
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所　

母
子
・
健
康
推
進
係

　

☎
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
４

　

ピ
ア
ノ
界
の
革
命
児�
天
平
（
て
ん
ぺ
い
）

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
場
所
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に

音
楽
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い

で
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
吉
野
、
高

野
、
熊
野
な
ど
で
開
催
。

日
時
：
平
成
26
年
９
月
19
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
開
演

場
所
：
洞
川
中
学
校�

体
育
館

入
場
：
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
政
策
課

　

☎
63
︱
０
３
２
１

　

本
校
で
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
や
児

童
の
保
護
者
等
に
対
し
て
、
本
校
の
教
育
に

つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
体
験
学
習
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

〈
小
学
校
〉

対 

象　
知
的
障
害
の
あ
る
幼
児
（
来
年
度
就

学
）
と
そ
の
保
護
者
、
幼
稚
園
の
教
員
、

保
育
園
の
保
育
士
、
施
設
の
指
導
員
ほ
か

　

10
月
３
日
（
金
）　

午
前
９
時
半
～
12
時

〈
中
学
校
〉

対 

象　
知
的
障
害
の
あ
る
小
学
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
、
小
学
校
の
教
員
ほ
か

　

�

10
月
20
日
（
月
）
～
11
月
７
日
（
金
）
ま

で
の
間
の
半
日
（
午
前
９
時
半
～
13
時
）

　

�

（
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

【
教
育
相
談
日
】

　

�　
本
校
で
は
、
随
時
教
育
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
就
学
に
関
す
る
ご
相
談

だ
け
で
は
な
く
日
常
生
活
や
学
習
に
関
す

る
指
導
等
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
相

談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
日
時
に
つ
い
て
ご

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

　

吉
野
郡
大
淀
町
下
渕
４
１
４
︱
１

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
７
６
５
５

　

M
ail

：ooyodo-ssedu01@
kcn.jp

① ② ③ ④

　

�

天
平
紀
伊
半
島
秘
境

　

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
２
０
１
４

　

�

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
「
吉
野
」

　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

�

奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校
体
験

学
習
の
ご
案
内
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　６月17日にプール開きをしましたが、気温が上がらずなかなかプールに入ることができなかったの
で、「明日は晴れるかな？」「いいお天気になりますように…」と、空を見上げていた子どもたちでした。
　待ちに待ったプール遊びでは、「見て見て、顔つけれるよ！」「ワニさん歩きができるようになっ
たよ！」「もぐれるようになったよ！」など、それぞれができるようになった事を見せてくれます。
　この時期にしか味わうことのできない水遊びを、存分に経験させたいと思います。

　幼稚園から小学校への滑らかな接続をめざして、
毎年幼小職員間の共通理解を図りながら交流会を実
施しています。本年度１学期の交流は、“なにがでる

かな？”“紙コップロケット”“紙コップけん玉”のおもちゃ作りで、２年生がリーダーとなり遊びを
進めてくれました。小学生の優しさと頼もしさに触れながら楽しい交流ができました。

幼稚園だより

プール遊び

幼稚園・低学年交流会

みんなで入ると
楽しいね。

すべり台もとっても楽しいよ！



村のうごき

６月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大

平成26年８月１日発行　通巻450号

2014年６月30日現在（　）内は前月との比較

今
月
の　

天
川
人
VOL.8

■発行／天川村役場　〒638-0392  奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
■企画・編集／総務課 広報係（内線123）TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329　
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,586人（−２）� 男　744人（−１）� 女　842人（−１）� 世帯数　717戸（＋１）

30.58トン	　前月比： 88.77％　	前年同月比：093.29％

「天川人」で取材をさせていただく方を募集しています。自薦・他薦を問いませんので、役場広報係までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場　広報係　☎63−０３２１

02.35トン	　前月比： 41.89％　	前年同月比：094.00％

06.88トン	　前月比：113.72％　	前年同月比：102.29％ 02.01トン	　前月比： 98.05％　	前年同月比： 87.39％

　
今
月
21
日
に
奈
良
県
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
天
川
村
消
防

団
は
18
年
ぶ
り
に
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
す
。
代
表
選
手

は
、
毎
週
月
、
水
、
金
と
仕
事
を
終
え
て
か
ら
練
習
を
行
い
、
大
会
に

備
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
天
川
村
代
表
の
操
作
員
六
人
に
ご
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
の
油
谷
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

下
市
消
防
署
天
川
分
署
長

油あ
ぶ
ら　

谷た
に　

　

明
あ
き
ら 

さ
ん

選
手
の
仕
上
が
り
は
？

　

初
め
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
中
間
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
操
法
に
は
、
指
揮
、
足
の
速
さ
等
様
々
な
審
査

項
目
が
あ
る
が
、
ポ
ン
プ
操
作
が
最
も
難
し
く
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
我
々
広
域
消
防
で
は
ポ
ン
プ
車
を
主
に
使
う
の

で
、
小
型
ポ
ン
プ
は
使
う
機
会
が
な
く
、
小
型
ポ
ン
プ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
い
う
の
は
、
実
は
い
な
い
。
そ
れ
故
、
研
究
し

た
り
、
消
防
団
員
に
聞
い
た
り
等
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

操
法
大
会
の
面
白
み
と
は
？

　

操
法
大
会
で
は
、
わ
ざ
と
ホ
ー
ス
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び
き
ら
な
い
よ
う
に
放
水
目
標
の
距
離
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

り
生
じ
る
ホ
ー
ス
の
ね
じ
れ
や
曲
り
に
対
し
て
、
操
作
員
は
ポ
ン
プ
の
圧
力
の
調
整
を
ど
う
す
る
か
、
指
揮
者
は
ど
の
よ
う
に

ポ
ン
プ
を
配
置
す
る
か
と
い
う
対
処
の
奥
深
さ
と
、
い
か
に
早
く
美
し
く
演

技
を
見
せ
る
か
と
い
う
点
に
面
白
さ
が
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
全
国
大
会
へ

行
く
と
、
47
都
道
府
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
チ
ー
ム
が
出
て
く
る
の
で
消

防
団
の
甲
子
園
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
地
元
の
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
楽
し
み

も
あ
る
。

選
手
達
に
一
言

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ
く
、
懇
親
会
を
行
っ
た
り
等
楽
し
く
で
き
れ
ば
一
番

良
い
と
思
う
。
し
か
し
、
団
体
競
技
故
に
、
チ
ー
ム
の
為
に
個
々
の
至
ら
な

い
部
分
を
補
う
よ
う
努
力
す
る
事
が
求
め
ら
れ
、
た
だ
楽
し
い
だ
け
と
は
い

か
な
い
。
そ
し
て
、
指
導
者
が
決
め
た
方
針
に
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
く
、

自
分
か
ら
率
先
し
て
練
習
の
進
め
方
を
提
案
し
て
い
く
と
い
う
一
つ
前
に
出

た
チ
ー
ム
の
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
奈
良
県
大
会
の
優
勝
に
も
繋
が

る
と
思
う
。

教官（左から油谷教官、小屋教官、山田教官、
　　　山崎教官）

役場への電話番号☎63−0321に加え、☎63−0001でも
電話がかかるようになりました。ぜひご利用下さい。役場からのお知らせ


